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１ まえがき  

地球温暖化の主要因は、海水などの蒸発に

よる水蒸気であり、ついで化石燃料の燃焼に

よるＣＯ2 排ガスによって生成される温室効

果ガスである。そこで、①政策的・手法的に

も比較的コントロールし易いＣＯ2の燃焼排

出ガスの削減技術の開発・利用、並びに②化

石燃料に代わるクリーンな代替エネルギーの

開発・利用が今や人類に課せられた重要課題

であり、その対策手当てが急務である。 

当該技術は、化石燃料の燃焼排ガス中の 

ＣＯ2 排ガスを、荷電粒子のエネルギーを用

いてその共有結合を直接分解する技法を研究

し、80％を削減させることのできるその装置

「CO2 Cutter」を開発したものである。 

当該「CO2 Cutter」は、装着後に外部から

の供給エネルギーを必要とせず、超長期に効

果が持続できるため、地球温暖化効果ガスの

抑制分野において、日本発の廉価で簡易な技

術として世界に貢献できると思われる。一方、

活発化しようとしているＣＯ2 排出権取引の

国際市場にも貢献できると思われる。 

 
２ 適用分野  

エンジンの内燃機や焼却炉において、燃焼

によって発生したCO2を後続の排気装置部に

「CO2 Cutter」取付け分解する。燃焼室系へ

の直接組込み装置でないため、廉価であるし

簡単に後装着できる。そのため、化石燃料に

よる燃焼排ガスを発生させるあらゆる分野に

利用できる。以下にそれらの分野を示す。 

・各種自動車の排気マフラー ・各種固定エ 

ンジン系の排ガス装置 ・ボイラー系の排ガス 

装置 ・天然ガスの排ガス装置・各種生産工 

場からの廃熱ガス装置 ・火力発電所の排ガス 

装置 ・地域廃棄物施設の排ガス装置写真1に 

適用可能な分野の一例として火力発電所を示 

す。 写真1に適用可能な分野の一例として火 

力発電所を示す。

 

  

 

  

 

３ 構成材料 

分解装置「CO2 Cutter」の基本的構成図を図

－１に示す。電離反応生成体（Ａ）、電離反応

生成体（Ｂ）、排ガス接触構造体（Ｃ）並びに

それらを包み込む外套管からなる。外套菅は鋼

管を基材とし排気筒体を構成する。          

電離反応生成構造体は、Ａｌ, Ｆe, SUSなどの

金属材を基材として、電離反応励起用の特定バ

インダー(無機系・有機系)を安定坦持材として

用い、微粉末にしたトリウム系鉱石やケイ酸塩

鉱物にセラミックス類の物質とブレンドした

ものを坦持させる。排ガス接触構造体も同様、

Ａｌ, Ｆe, SUSなどの金属材鋼材を基材とし、

坦持材を用いて荷電粒子生成コートにより飛

程接触空間領域を構成する。CO2の分解能力は、

通過する多面積空間の総量による。即ち、多面

で長尺構造にすれば効果が上がることになる。 

製作された「CO2 Cutter」は、自動車マフラ

ーやボイラーなどに装着固定する。 

 
 

 

 

 

図１ 構成材と概略形状図 

 

４ 技術コンセプトと特徴 

①  流速の燃焼排ガスＣＯ２を、荷電粒子のエ

ネルギーを坦持した多層空間帯内に通過させる

ことによって、ＣＯ２ガスの共有結合を炭素原

子Cと酸素原子Oに直接電離化するものである

（一般的には、CO2排気ガスの70～80％以上のカ

ットが可能）。 

② ＣＯ2を分離分解させるために、微分末にし

た天然鉱物のトリウム系荷電粒子が放出するα

線の直接電離エネルギーを利用する。 

③  α線の荷電粒子の電離反応エネルギーを 

安定して得るため、微粉末特定鉱物を有機・無

機のバインダーにより、鋼版面に坦持させ、反

応電離・励起構造体をつくる。 

   写真１ 例えば火力発電所の煙突内 

Direct Decomposition Reduction of Carbon Dioxide by the Energy of Charged Particles 

Makoto SUDO and Hirosi IMAMURA 
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ＣＯ２ ＣO２分解削減

①電離反応生成体（Ａ）

②電離反応生成体（Ｂ）

③排ガス接触構造体（Ｃ）

④ 外套管
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④ CO2の各電子は不対電子を出し合い、それ

らを原子間で共有することによって安定な状

態を形成する。すなわち共有電子対が2つある

のでその構造式は〔O=C=O〕の二重結合である。   

この共有結トリウム系鉱物が放出するα線

荷電粒子のエネルギーを利用し、分離・分解す

るものである(図２参照)。 

⑤ 荷電粒子のエネルギーは、超長期に持続す

るものであり、外部からの稼動エネルギーや内

部の荷電エネルギーの補充を不必要とするも

のである。 

⑥ 界面部の接触化学作用でなく、非接触の多層

面空間帯での電離効果であるので、排気流速が落

ちることはない。従って、自動車や船舶において

は、出力低下への影響がない。 

⑦ 化石燃料を用いた発電所、焼却施設、燃焼

エンジンなどにおける排気系統に後着けとす

るため、比較的廉価で装着が容易い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２ 電離エネルギー発生概念図 

 

５  α線荷電粒子のエネルギー 
   自然界には３種類の放射線を放出するも

のが存在する。γ線は電磁波の一種で波長が短

く、電荷を持たないため磁界の影響受けずに直

進し、また薄い鉛版では透過する。β線は負の

電荷を持つ電子eの流れであり、かなりのスピ

ードはあるが、電子eを帯びた粒子であるので、

物質の内部では電気的作用を受けやすく、透過

力は厚さ数ミリのアルミ薄を通過する程度で

ある。当該特技で利用するα線は、陽子２個と

中性子２個の複合粒子で、原子番号２のヘリウ

ムHの原子核の流れであり、中性のヘリウム原

子から外側の２個の電子e を剥ぎ取ったもの

である。 数メガ電子ボルト程度の運動エネル

ギーを持っているが、紙１枚も透過できず、空

気中の放射距離すなわち飛程は、数cmで消滅し

てしまう。 

α粒子の質量は、電子の約7300倍もあるのでα

線が電子の脇を通過すれば、電子はα線の引力

によって引きずられるが、α線は、そのまま通

過してしまう。 

当該特技は、このα線荷電粒子を用いて化 

  石燃料の排ガスCO2の共有結合を効果的に直接

電離化させることがコンセプトである(図３)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  図３ α線の飛程空間における電離作用 

 

６ 測定値 
埼玉県環境検査研究協会での、CO2 Cutter

装着有無による乗用車(トヨタアイシス)の比

較値(CO,O2,CO2)を表１に示す。 

特に、CO2については、装着無の14.7%,装着

有の2.3%と、削減率が84.4%にもなり、分解効

果の程が伺える。O2については、装着有では 

21.5倍増加している。また、装着有のCOでは、

削減率90.9％と、大きな効果が示された。 

 

 表１ CO2 Cutterの有無による測定値の比較 

 

 
 

７ まとめ 

化石燃料も燃焼によるCO2排ガスを、α線

の荷電粒子の電離エネルギーを用いて、CO2

の共有結合を80%以上も直接分離分解する

という本研究開発は、他に例をみず、日本発

の特技として、温室効果ガス抑制に大きく貢

献できると思われる。早期の高機能化と事業

化が必要である。 
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α 線の飛程空間における電離作用
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